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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第１四半期
連結累計期間

第22期
第１四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （千円） 8,412,917 59,896 13,220,816

経常利益又は経常損失（△） （千円） 2,712,293 △628,685 3,732,641

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 1,346,428 △539,924 2,426,930

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,065,217 △534,248 3,153,003

純資産額 （千円） 7,591,932 9,307,521 9,679,552

総資産額 （千円） 10,997,671 25,623,953 24,893,056

１株当たり四半期（当期）純利益

又は1株当たり四半期純損失

（△）

（円） 162.06 △64.29 291.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.0 31.7 34.8

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は以下の通りであります。

 

（不動産金融事業）

　当第１四半期連結会計期間より、新たに設立又は出資したウェルス・リアルティ・マネジメント株式会社及び匿名

組合ニセコを連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間（2020年４月１日～2020年６月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の影響により大きく停滞いたしました。緊急事態宣言及び各都道府県の移動制限が解除され徐々に経済活動も

再開し始めておりますが、感染の再拡大の懸念もあり先行きの不透明感は拭えない状況にあります。

　当社グループにおきましても、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた社会的責任の観点から、原則的に

従業員の時差出勤やテレワーク（在宅勤務）を実施するなどの対応をとりながら、2019年４月に公表した「中期経

営計画2022」の達成にむけて取り組んでまいりました。

　不動産金融事業が属する不動産市場におきましては、当社グループでは大きな影響はでておりませんが、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により有利子負債の削減等により割安な不動産が出始めております。当社グループとし

ましては、現在注力している（総合型）ＲＥＩＴの上場に向けて、この機会を捉え積極的に投資を行ってまいりた

いと考えております。また、現在進行中のプロジェクトにつきましても、不動産金融事業での活用を企図したウェ

ルス・リアルティ・マネジメント株式会社を設立し連結子会社としたほか、匿名組合ニセコへの出資を行うなど概

ね順調に進んでおります。

ホテル運営事業が属するホテル業界におきましては、外出の自粛要請等の影響は大きく、宿泊客の大幅な減少を

招き、当社グループにおきましてもお客様と従業員の健康、安全を最優先とするため、一部ホテルにおいて臨時休

業を実施するなど売上が大きく減少する結果となりました。他方で、このような状況下ではありましたが、当連結

会計年度中の完成を目指しております「京都悠洛ホテルＭギャラリー二条城別邸」（京都市中京区）、「フォショ

ンホテル京都」（京都市下京区）及び「アロフト大阪堂島」（大阪市北区）の工事が最終段階に入るなど、現在進

行中のプロジェクトについて着実に準備を進めてまいりました。なお、2020年６月１日より当社グループのホテル

は全て営業を再開し、都道府県の間の移動制限が解除された後は緩やかではありますが、徐々に予約も増加し始め

ております。

この結果、当第１四半期連結累計期間においては、売上高59,896千円（前年同四半期比99.3％減）、営業損失

558,545千円（前年同四半期は営業利益2,736,713千円）、経常損失628,685千円（前年同四半期は経常利益

2,712,293千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失539,924千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期

純利益1,346,428千円）となりました。

　セグメントの業績におきましては、不動産金融事業の売上高は36,812千円（前年同四半期比99.5％減）、営業

損失は334,977千円（前年同四半期は営業利益3,151,408千円）となりました。これは、前年第１四半期において

はイビススタイルズ大阪難波に係る不動産信託受益権の譲渡に伴い売上が大きく増加したことに対して、当期の

計画しております物件の引渡しの多くが第２四半期以降に予定されていることによります。ホテル運営事業の売

上高は73,084千円（前年同四半期比93.3％減）、営業損失は164,782千円（前年同四半期は営業損失149,589千

円）となりました。これは新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い宿泊客が大幅に減少したことによります。

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における財政状態については、総資産25,623,953千円、負債16,316,431千円、純資

産9,307,521千円となりました。

　総資産については、前連結会計年度末に比べ、730,896千円増加となりました。これは主に、販売用不動産の増

加によるものであり、匿名組合ニセコが北海道虻田郡倶知安町（ニセコ）に所在する土地を信託財産とする信託受

益権を取得したためであります。

　負債については、前連結会計年度末に比べ、1,102,927千円増加となりました。これは主に、販売用不動産の取

得等のために借入金が増加したことによるものであります。

　純資産については、前連結会計年度末に比べ、372,030千円減少となりました。これは主に、親会社株主に帰属

する四半期純損失の計上による利益剰余金の減少及び配当金の支払いによるものであります。
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(3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月７日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,526,200 8,526,200
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株で

あります。

計 8,526,200 8,526,200 － －

（注）１．発行済株式の内20,000株は、現物出資（有価証券　５百万円）によるものであります。

２．発行済株式の内254,000株は、現物出資（金銭報酬債権　214百万円）によるものであります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年５月29日

（注）
200,000 8,526,200 72,700 987,243 72,700 419,176

（注）2020年４月23日開催の取締役会において、2020年５月29日を払込期日として、発行価格727円で役員に対する業

績連動交付型の譲渡制限付株式報酬としての新株発行を決議し、発行済株式総数が200,000株、資本金が72,700

千円、資本準備金が72,700千円各々増加しております。

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 400 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,324,100 83,241 同上

単元未満株式 普通株式 1,700 － －

発行済株式総数  8,326,200 － －

総株主の議決権  － 83,241 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

ウェルス・マネジメン

ト株式会社

東京都港区赤坂一丁目

12番32号
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2020年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,336,593 3,513,266

売掛金 233,446 158,789

販売用不動産 14,438,591 15,174,293

仕掛販売用不動産 2,364,049 3,070,329

未収還付法人税等 1,059,627 1,055,601

その他 396,252 301,249

貸倒引当金 △823 △823

流動資産合計 22,827,736 23,272,707

固定資産   

有形固定資産   

建物 35,351 35,351

減価償却累計額 △20,982 △21,487

建物（純額） 14,368 13,864

工具、器具及び備品 113,005 115,759

減価償却累計額 △48,410 △52,180

工具、器具及び備品（純額） 64,594 63,578

その他 － 275

有形固定資産合計 78,963 77,717

無形固定資産   

のれん 127,912 118,073

その他 38,654 35,925

無形固定資産合計 166,567 153,998

投資その他の資産   

投資有価証券 1,680,424 1,657,360

繰延税金資産 58,998 292,646

その他 80,365 169,521

投資その他の資産合計 1,819,788 2,119,528

固定資産合計 2,065,320 2,351,245

資産合計 24,893,056 25,623,953
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2020年６月30日）

負債の部   

流動負債   

買掛金 14,197 3,237

短期借入金 633,000 1,383,500

1年内返済予定の長期借入金 1,739,576 176,652

1年内返済予定のノンリコース長期借入金 80,000 80,000

未払法人税等 137,330 11,638

賞与引当金 26,943 16,055

株式報酬引当金 145,400 －

株主優待引当金 10,530 10,440

その他 308,499 359,559

流動負債合計 3,095,477 2,041,082

固定負債   

長期借入金 464,585 2,670,922

ノンリコース長期借入金 11,380,000 11,306,296

繰延税金負債 5,360 －

その他 268,081 298,129

固定負債合計 12,118,026 14,275,348

負債合計 15,213,504 16,316,431

純資産の部   

株主資本   

資本金 914,543 987,243

資本剰余金 346,115 418,815

利益剰余金 7,411,628 6,705,188

自己株式 △576 △576

株主資本合計 8,671,709 8,110,670

非支配株主持分 1,007,842 1,196,851

純資産合計 9,679,552 9,307,521

負債純資産合計 24,893,056 25,623,953
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 8,412,917 59,896

売上原価 5,133,576 302,008

売上総利益又は売上総損失（△） 3,279,340 △242,111

販売費及び一般管理費 542,626 316,434

営業利益又は営業損失（△） 2,736,713 △558,545

営業外収益   

受取利息 20 －

受取配当金 401 －

補助金収入 － 2,000

その他 4,541 597

営業外収益合計 4,963 2,597

営業外費用   

支払利息 4,386 72,390

支払手数料 0 294

持分法による投資損失 20,261 －

その他 4,735 51

営業外費用合計 29,383 72,737

経常利益又は経常損失（△） 2,712,293 △628,685

特別利益   

負ののれん発生益 1,151 －

特別利益合計 1,151 －

特別損失   

出資金清算損 1,159 －

新型コロナウイルス感染症関連損失 － ※ 133,507

特別損失合計 1,159 133,507

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
2,712,285 △762,192

法人税、住民税及び事業税 683,525 11,065

法人税等調整額 △36,457 △239,008

法人税等合計 647,067 △227,943

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,065,217 △534,248

非支配株主に帰属する四半期純利益 718,788 5,675

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,346,428 △539,924
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,065,217 △534,248

四半期包括利益 2,065,217 △534,248

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,346,428 △539,924

非支配株主に係る四半期包括利益 718,788 5,675
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　当第１四半期連結会計期間より、新たに設立又は出資したウェルス・リアルティ・マネジメント株式会社及び

匿名組合ニセコを連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（販売用不動産等の収益性低下の判断に関する会計上の見積り）

　四半期連結財務諸表を作成する上で、販売用不動産等の収益性低下の判断に関する会計上の見積りは、入手可

能な情報に基づいて、その合理的な金額を算定しております。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症について、今後の広がり方や収束時期等について統一的見解が定

まった状況とはいえませんが、四半期連結財務諸表作成時点において政府が公表する情報等を勘案し、当社グ

ループにおいては影響が当連結会計年度第３四半期中までに回復すると仮定して算定しております。

 

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）において創

設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた

項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実

務対応報告第39号　2020年３月31日）　第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額に

ついて、改正前の税法の規定に基づいております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　新型コロナウイルス感染症関連損失

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため一部ホテルにおいて実施した臨時休業期間中に発生した固定費等で

あります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

減価償却費 17,057千円 7,596千円

のれんの償却額 9,839千円 9,839千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 165,437 40 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

（注）当社は2019年４月1日を効力発生日として株式分割を行っておりますが、2019年３月31日を基準日とする

2019年3月期の期末配当は株式分割前の株式数を基準に実施しております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月29日

定時株主総会
普通株式 166,515 20 2020年３月31日 2020年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
報告

セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
不動産
金融事業

ホテル
運営事業

計

売上高       

外部顧客への

売上高
7,328,366 1,084,551 8,412,917 8,412,917 － 8,412,917

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

153,819 － 153,819 153,819 △153,819 －

計 7,482,185 1,084,551 8,566,736 8,566,736 △153,819 8,412,917

セグメント利益

又は損失（△）
3,151,408 △149,589 3,001,818 3,001,818 △265,105 2,736,713

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の△265,105千円には、各報告セグメントに配分されないのれん

の償却費△9,839千円、全社収益及び全社費用の純額△263,187千円、セグメント間取引消去

7,922千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第１四半期連結会計期間に、山陽興業株式会社の全株式を取得し、同社を連結子会社としたことによ

り、負ののれん発生益1,151千円を計上しております。

なお、負ののれん発生益は特別利益のため、セグメント利益には含めておりません。

 

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

「不動産金融事業」セグメントにおいて、当社の匿名組合メトロへの匿名組合出資額が全額償還されて

同社が当社の連結の範囲から除外した結果、前連結会計年度末に比べ当第１四半期連結会計期間末の同

報告セグメントの資産の金額は6,636,987千円減少しております。

「ホテル運営事業」セグメントにおいて、山陽興業株式会社の全株式を取得し、同社を連結子会社とし

た結果、前連結会計年度末に比べ当第１四半期連結会計期間末の同報告セグメントの資産の金額は

419,521千円増加しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 
報告

セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
不動産
金融事業

ホテル
運営事業

計

売上高       

外部顧客への

売上高
36,812 23,084 59,896 59,896 － 59,896

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ 49,999 49,999 49,999 △49,999 －

計 36,812 73,084 109,896 109,896 △49,999 59,896

セグメント利益

又は損失（△）
△334,977 △164,782 △499,760 △499,760 △58,785 △558,545

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の△58,785千円には、各報告セグメントに配分されないのれんの

償却費△9,839千円、全社収益及び全社費用の純額△53,025千円、セグメント間取引消去4,080千

円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半

期純損失（△）
162円06銭 △64円29銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会

社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

1,346,428 △539,924

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益又は親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）（千円）

1,346,428 △539,924

普通株式の期中平均株式数（株） 8,308,053 8,398,283

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年８月７日

ウェルス・マネジメント株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　直也　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　睦　　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウェルス・マ

ネジメント株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４

月１日から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウェルス・マネジメント株式会社及び連結子会社の2020年６

月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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